
政
治
・
メ
デ
ィ
ア
●

政
治
漫
画
ω

茨

木
　
正
　
治

1
　
問
題
の
所
在

n
　
政
治
シ
ン
ボ
ル
論
と
政
治
漫
画

　
ω
政
治

シ
ン
ボ
ル
論
の
系
譜

　
　
1
．
　
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
ー
メ
リ
ア
ム
と
ラ
ス
ウ
ェ
ル
ー

　
　

2
．
M
・
エ
ー
デ
ル
マ
ン
ー
政
治
儀
礼
と
政
治
言
語

　
　
3
．
シ
ン
ボ
ル
操
作
研
究
の
流
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
第
三
巻
第
二
号
）

　
　

4
．
最
近
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究

　
　
　
①
八
〇
年
代
以
降
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究

　
　
　
②
儀
礼

と
し
て
の
選
挙

　
　
　
③
政
治
漫
画
と
の
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
第
四
巻
第
三
号
）

　
　

5
．
日
本
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究

　
　
　
①
日
本
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究
の
系
譜

　
　
　
②
政
治
漫
画

と
の
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
第
四
巻
第
四
号
）

　
②
隣
接
諸
科
学
の

政
治
シ

ン

ボ

ル
研
究

　
　

1
．
哲
学
・
言
語
学
・
人
類
学

　
　

2
．
杜
会
学

　
　
　
①
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論

　
　
　
②

ド
ラ
マ
論
　
　
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
・
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
1
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③
政
治
漫
画

と
の
関
連
1
「
背
景
」
分
析
か
ら
「
内
容
」
分
析
へ
ー

m
　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
政
治
漫
画

　
ω

「

効
果
研
究
」
の
系
譜

　
ω
「
現
実
の
再
構
成
」
論
と
政
治
漫
画

　
③
批
判
学
派
の
理
論
と
の
関
連

W
　
結
論
と
展
望

②
隣
接
諸
科
学
の
政
治

シ
ン
ボ
ル
研
究

（以
上
本
号
）

　
政
治

を
人
間
行
動
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
の
な
ら
ば
、
「
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究
」
は
人
間
の
行
動
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
の
研
究
を
外
延

と
し
て
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
行
動
を
総
体
的
に
理
解
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
文
・
社
会
科
学
の

領
域
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
対
象
領
域
を
制
限
す
る
。

　
ま
ず
、
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
の
考
察
へ
の
関
心
か
ら
、
哲
学
・
言
語
学
・
人
類
学
の
諸
理
論
の
中
か
ら
「
政
治
シ
ン
ボ
ル
研
究
」
に
関

係
の
深
い

研
究
を
概
説
す
る
。
人
間
の
行
動
に
お
い
て
シ
ン
ボ
ル
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究

を
検
討
す
る
。

　
次

に
、
政
治
的
行
為
や
行
動
を
他
の
行
為
や
行
動
と
比
較
す
る
際
に
シ
ン
ボ
ル
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、

対

人
．
集
団
に
お
け
る
社
会
的
行
為
や
行
動
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
の
社
会
学
的
な
視
点
に
立
っ
た
研
究
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ

で

は
、
社
会
学
に
お
け
る
象
徴
的
相
互
作
用
論
と
「
劇
学
」
（
匹
墨
ヨ
①
募
日
）
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
、
政
治
漫
画
と
の
関
わ
り
を
述
べ

る
。
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■
1

哲
学
・
言
語
学
・
人
類
学

　
「

政
治

シ
ン
ボ
ル
研
究
」
の
枠
組
み
の
中
の
仮
説
や
洞
察
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
哲
学
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
研
究
が
あ
る
。
シ

ン

ボ

ル

そ
の
も
の
を
概
念
と
し
て
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
を
考
察
し
た
軌
跡
が
こ
の
分
野
の
研
究
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
シ
ン
ボ
ル
の
概
念
を
考
察
す
る
研
究
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。

　
第
一
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
と
人
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
個
人
レ
ベ
ル
の
反
応
や
態
度
が
社
会
・
集
団
レ
ベ
ル
の
反
応
と
関
連
が
深
い
と

み

な
す
点
で
あ
る
。
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
や
諸
感
情
・
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
出
来
事
・
人
間
が
政
治
の
文
脈
で
政
治
神
話
と
し
て
神
話
化
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
神
話
が
集
団
の
凝
集
力
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
認
と
し
て
儀
式
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
る
の
も
、
上
述
し
た
「
反
応
の
共
有
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
第
二
に
は
、
何
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
か
に
ま
つ
わ
る
問
題
が
あ
る
。
シ
ン
ボ
ル
素
材
は
「
遍
在
」
す
る
。
身
振
り
・
言
葉
．
映
像
と
い

っ

た

「

モ

ノ
」
の
み
な
ら
ず
、
儀
式
・
出
来
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
い
し
は
人
間
の
行
動
そ
れ
自
体
と
い
っ
た
「
コ
ト
ガ
ラ
」
も
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
う
る
。
こ
れ
よ
り
、
何
で
も
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
の
で
は
、
「
こ
れ
以
外
は
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
い
」
と
す
る
概
念
化
の
作
業
と
な
じ
む
も

の

で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
シ
ン
ボ
ル
が
も
つ
意
味
は
、
状
況
や
舞
台
背
景
に
応
じ
て
変
化
す
る
。
こ
の
こ
と
が
シ
ン
ボ
ル
の
概
念
を
よ
り
不
明
瞭
に
す

る
。
「
改
革
」
を
旗
印
に
登
場
し
た
集
団
に
対
し
て
、
「
旧
守
」
を
唱
え
る
は
ず
の
集
団
が
「
（
自
己
）
改
革
」
を
提
示
す
る
こ
と
　
　
し
か

も
当
該
シ
ン
ボ
ル
の
内
容
を
規
定
す
べ
く
政
治
経
済
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
も
加
え
て
ー
に
よ
っ
て
、
「
改
革
」
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
の
拡

散

（摩
滅
）
化
を
招
く
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
シ
ン
ボ
ル
操
作
は
、
状
況
の
関
数
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

人

間
を
シ
ン
ボ
ル
を
操
る
存
在
と
し
、
人
間
の
み
が
主
体
的
に
シ
ン
ボ
ル
を
用
い
て
み
ず
か
ら
の
世
界
を
構
築
す
る
と
述
べ
た
の
が
、
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カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（
国
‥
°
（
U
①
o
力
o
り
｛
「
Φ
『
）
で
あ
る
。
生
物
世
界
が
環
境
に
対
し
て
、
刺
激
と
反
応
の
二
つ
の
体
系
を
用
い
る
の
に
比
べ
て
、
人
間
は

「

象
徴
系
」
（
ψ
。
ぺ
日
●
o
誉
ω
誘
甘
日
）
と
す
る
第
三
の
体
系
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
語
や
神
話
、
芸
術
及
び
宗
教
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
る
「
シ
ン
ボ
ル
の
世
界
」
（
題
日
ひ
。
一
一
6
旨
ぞ
o
「
紹
）
に
人
間
が
自
ら
住
む
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
実
在
に
直
接
当
面
す
る

こ

と
は
で
き
」
な
い
（
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
　
一
u
⊃
O
ω
　
O
°
ω
朝
）
。

　
こ
の
よ
う
な
、
人
間
と
環
境
と
の
関
係
に
介
在
す
る
シ
ン
ボ
ル
（
世
界
）
の
特
徴
を
述
べ
た
の
ち
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
シ
ン
ボ
ル
理
解
の

手
掛
か

り
と
し
て
、
「
シ
ン
ボ
ル
世
界
」
の
十
分
な
理
解
を
主
張
す
る
。
「
シ
ン
ボ
ル
世
界
」
は
、
実
在
と
の
乖
離
を
人
間
に
意
識
さ
せ
る

こ

と
な
く
、
こ
の
場
に
彼
を
埋
没
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
「
シ
ン
ボ
ル
世
界
」
へ
の
過
度
の
接
近
（
「
宇
宙
」
と
実
在
の
同
一

視
）
は
シ
ン
ボ
ル
操
作
の
対
象
と
さ
れ
や
す
い
。
現
実
の
諸
問
題
に
つ
い
て
「
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ド
」
を
求
め
る
こ
と
を
「
ナ
ル
シ
ズ
ム
」

と
し
て
糧
う
シ
ニ
シ
ズ
ム
も
、
ま
た
逆
に
「
シ
ニ
カ
ル
理
性
批
判
」
と
し
て
こ
の
嘲
笑
を
現
実
逃
避
と
す
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
み
ず
か

ら
の
立
場
を
絶
対
視
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
「
シ
ン
ボ
ル
世
界
」
へ
の
過
度
の
接
近
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
指
摘
を
敷
桁
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
前
に
述
べ
た
二
つ
の
特
徴
の
う
ち
の
「
状
況
の
関
数
」

と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
特
徴
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
個
別
の
状
況
で
、
ど
う
い
っ
た
行
為
主
体
間
の
や
り
と
り
の
中
で

シ
ン
ボ
ル
が
用
い
ら
れ
、
主
に
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
て
「
シ
ン
ボ
ル
操
作
」
が
行
な
わ
れ
た
か
（
な
い
し
シ
ン
ボ
ル
が
表
出

さ
れ
た
か
）
、
シ
ン
ボ
ル
に
潜
む
意
図
は
何
か
を
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ド
」
も
「
シ
ニ

シ
ズ
ム
」
も
と
も
に
「
シ
ン
ボ
ル
世
界
」
へ
の
埋
没
に
陥
ら
な
い
た
め
の
意
識
化
や
対
象
化
を
可
能
に
す
る
視
点
が
あ
ら
た
に
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
認
識
を
受
け
継
ぎ
、
人
間
行
動
の
特
徴
の
中
心
に
象
徴
化
能
力
を
置
い
た
の
が
ラ
ン
ガ
ー
（
o
D
F
§
°
q
。
「
）

で

あ
る
。
個
別
的
・
具
体
的
な
経
験
を
他
者
に
伝
達
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
普
遍
的
・
抽
象
的
な
意
味
を
内
在
さ
せ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
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変
換

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
経
験
の
変
換
」
は
、
「
人
間
の
頭
脳
の
な
か
で
の
基
本
的
な
過
程
で
、
精
神
作
用
が
敏
速
か
つ
活

発
に

い

き
つ
く
終
点
」
で
あ
る
言
語
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
と
彼
女
は
述
べ
て
い
る
（
ラ
ン
ガ
ー
　
」
q
っ
O
一
　
戸
巴
）
。
言
葉
に
よ
る
経
験
の
共

有
が
伝
達
を
容
易
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
経
験
の
蓄
積
や
体
系
化
に
つ
な
が
り
、
か
つ
集
団
や
社
会
の
な
か
で
の
経
験
の
蓄
積
に
よ
る

文
化
の
形
成
へ
と
導
く
。
こ
の
と
き
、
「
定
位
に
つ
い
て
の
シ
ン
ボ
ル
」
（
°
。
く
日
σ
巳
ω
o
｛
。
ユ
①
暮
馨
一
8
）
、
つ
ま
り
世
界
観
や
人
生
観
に
つ
い

て

の

シ
ン
ボ
ル
が
「
経
験
の
変
換
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
な
か
で
最
も
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
女
王
の
戴
冠
式
は
イ
ギ
リ
ス
国
民
に

と
っ
て
正
義
や
正
統
性
の
気
分
・
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
の
で
「
定
位
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
統
合
を
強
制
力
と
と
も

に
認
識
さ
せ
る
と
彼
女
は
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
人
生
観
や
世
界
観
は
常
に
変
わ
ら
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
政
治
・
社
会
・
経
済
の
条
件
の
変
化
が
「
定
位
シ
ン
ボ

ル
」
へ
の
批
判
を
生
む
場
合
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
境
に
、
「
天
皇
主
権
」
が
「
国
民
主
権
」
に
転
換
し
た
日
本
の
「
憲
政
の
変
化
」

も
あ
る
面
で
は
「
定
位
シ
ン
ボ
ル
の
変
化
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
に
新
た
な
意
味
が
付
加
さ
れ
る
場
合
に
1
特

に
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
期
待
と
実
在
と
の
ズ
レ
が
顕
著
に
な
っ
た
場
合
に
ー
、
「
定
位
シ
ン
ボ
ル
」
自
体
が
当
該
社
会
に
と
っ
て
障
害
と

な
る
こ
と
が
あ
る
。
「
大
学
改
革
」
が
大
学
に
と
っ
て
、
従
来
の
大
学
教
育
や
研
究
の
実
践
活
動
と
乖
離
し
た
、
特
定
集
団
の
た
め
の
利
益

の
草
刈
り
場
と
な
る
こ
と
が
意
味
付
け
さ
れ
る
な
ら
ば
（
一
連
の
「
大
学
改
革
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
の
指
示
対
象
な
い
し
行
為
、
王
体
、
シ
ン
ボ
ル

の
発
現
状
況

を
イ
メ
ー
ジ
せ
よ
）
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
大
学
関
係
者
に
と
っ
て
の
世
界
観
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
例
と
し

て

挙
げ
ら
れ
る
。

　
エ
ー
デ
ル
マ
ン
の
政
治
言
語
研
究
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
サ
ピ
ア
（
国
゜
o
り
e
巳
は
、
言
語
の
も
つ
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
働
き
を

ラ
ン
ガ
ー
に
類
似
さ
せ
つ
つ
独
自
の
理
論
を
構
築
し
て
い
る
。
彼
は
、
言
語
を
直
接
経
験
の
報
告
．
言
及
の
代
用
と
し
て
と
ら
え
る
と
と

も
に
、
現
実
解
釈
や
観
察
の
枠
組
み
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
に
即
し
て
も
の
を
考
え
る
よ
り
も
、
言
葉
に
よ
っ
て
作
ら
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れ
た

認
識
・
態
度
の
シ
ス
テ
ム
が
思
考
を
規
定
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
コ
ト
バ
で
考
え
る
」
と
サ
ピ
ア
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
現
実
認
識
の
過
程
で
、
コ
ト
バ
を
介
在
さ
せ
ず
に
「
考
え
」
た
り
「
伝
え
」
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
経
験
を
体
系
化
す
る

過
程

で
、
自
分
自
身
に
対
し
て
も
「
他
者
」
と
な
り
う
る
か
ら
、
コ
ト
バ
に
よ
る
抽
象
化
や
象
徴
化
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、

個
別
経
験

は
生
物
と
し
て
、
社
会
生
活
を
営
む
存
在
と
し
て
類
似
し
て
く
る
か
ら
、
こ
れ
ら
経
験
の
定
型
化
が
な
さ
れ
、
「
文
化
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

成
立
す
る
な
ら
ば
、
「
文
化
」
が
思
考
を
規
定
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
サ
ピ

ア
は

シ
ン
ボ
ル
を
、
「
引
照
シ
ン
ボ
ル
」
（
8
｛
。
「
。
コ
江
巴
ψ
・
町
日
σ
巳
）
と
「
凝
集
シ
ン
ボ
ル
」
（
8
己
o
コ
墨
菖
o
コ
ω
ぺ
日
●
o
一
）
の
二
つ
に
分

け
る
。
「
引
照
シ
ン
ボ
ル
」
は
「
引
照
を
目
的
と
す
る
〈
経
済
的
な
〉
仕
掛
け
と
み
な
し
う
る
」
よ
り
具
体
的
で
客
観
的
、
観
察
可
能
な
記

号
体
系
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
演
算
に
お
け
る
数
字
や
記
号
は
そ
の
都
度
現
実
と
照
合
す
る
必
要
も
な
く
一
定
の
手
続
き
に
従
っ
て
限
ら

れ
た

対
応
の
み

を
行
な
う
。
「
凝
集
シ
ン
ボ
ル
」
は
、
「
直
接
経
験
の
代
わ
り
と
な
る
行
動
に
高
度
の
凝
縮
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
意
識

す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
感
情
面
の
緊
張
を
す
ぐ
に
解
放
す
べ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
」
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
芸
術
の
諸
形
態
（
音
楽
・
絵

画
．
演
劇
…
）
は
、
日
常
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
日
常
の
人
間
を
そ
れ
ら
の
諸
形
態
に
よ
っ
て
端
的
に
表
現
し
、
鑑
賞
す
る
人
々
に
な
ん
ら

か

の
感
情
を
喚
起
さ
せ
る
と
み
れ
ば
「
凝
集
シ
ン
ボ
ル
」
の
例
と
な
り
う
る
。

　
現
実
に

は
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
あ
く
ま
で
「
理
念
型
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
絵
画
の
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
あ
る
高
校
の
一

室
に

神
風
特
攻
隊
員
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
肖
像
画
を
メ
デ
ィ
ア
が
「
軍
国
主
義
の
象
徴
」
と
し
て
報
道
す
る
か
、
「
悲
壮
感

な
し
、
凛
然
の
美
少
年
」
と
報
ず
る
か
に
よ
っ
て
肖
像
画
の
解
釈
に
あ
る
種
の
判
断
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
確

か

に
肖
像
画
は
「
凝
集
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
学
校
の
一
室
」
に
常
置
さ
れ
、
「
軍
国
主
義
」
に
せ
よ
「
凛
然
」
に
せ
よ
、
一

定
の
認
知

や
判
断
を
常
に
「
そ
と
か
ら
」
こ
の
肖
像
画
に
与
え
続
け
る
と
す
れ
ば
、
肖
像
画
の
も
つ
柔
軟
な
解
釈
可
能
性
は
失
わ
れ
、
「
引

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

照

シ
ン
ボ
ル
」
と
化
す
。

　
逆

に
、
政
治
家
の
政
治
責
任
を
追
求
す
る
た
め
に
同
僚
の
議
員
に
対
す
る
「
意
識
調
査
」
を
行
い
、
三
〇
人
中
一
七
人
の
「
不
支
持
」
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が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
政
治
家
の
政
治
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
三
〇
」
や
二
七
L
な
い
し
「
三
〇
分
の

一
七
」
は
、
「
一
定
の
対
応
関
係
が
了
解
で
き
る
引
照
シ
ン
ボ
ル
」
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
が
（
政
治
的
）
意
味
を
も
つ
た

め
に

は
、
「
多
数
決
」
や
「
不
支
持
の
内
容
」
な
い
し
「
意
識
調
査
の
妥
当
性
」
と
い
っ
た
「
言
葉
」
の
も
つ
「
凝
集
シ
ン
ボ
ル
」
と
の
組

合
せ
を
ま
ず
念
頭
に
お
き
、
次
い
で
「
状
況
」
や
「
文
脈
」
の
把
握
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

政治・メディア・政治漫画（4｝（茨木）

　

こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
政
治
・
社
会
の
場
面
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
に
上
記
の
二
種
類
の
シ
ン
ボ
ル
の
双
方
の
属
性
を
内
包
す
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
他
の
シ
ン
ボ
ル
と
の
組
合
せ
や
シ
ン
ボ
ル
が
用
い
ら
れ
る
「
状
況
」
（
主
体
・
客
体
・
媒
体
・
時
間
的
空
間
的
要
因
な

ど
）
に
応
じ
て
一
義
的
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
状
況
」
の
理
解
を
求
め
た
の
が
人
類
学
に
よ
る
象
徴
研
究
で
あ
っ
た
。

　
物
質
的
欲
求
を
合
理
的
に
充
足
す
る
点
か
ら
意
味
と
象
徴
作
用
を
重
視
す
る
人
間
像
の
変
化
が
、
社
会
と
機
能
の
分
析
か
ら
文
化
と
意

味
の

研
究
に

人
類
学
の
関
心
を
移
行
さ
せ
た
（
梶
原
　
一
㊤
゜
。
《
）
。
こ
こ
に
「
文
化
を
意
味
の
伝
達
の
体
系
と
と
ら
え
、
象
徴
を
め
ぐ
る
文
化

の
想
像
力
に
焦
点
を
充
て
て
、
文
化
研
究
を
行
な
う
」
象
徴
人
類
学
が
、
顕
在
化
し
た
。
梶
原
（
一
q
⊃
o
。
』
）
に
よ
れ
ば
、
人
類
学
に
お
い
て
象

徴
が
ひ

と
つ
の
学
問
的
関
心
と
し
て
組
織
化
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
一
八
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
を
端
緒
と
し
、
途
中
経
験
科
学
の
厳
密
性
へ

の
希
求
が
象
徴
研
究
か
ら
人
類
学
を
遠
ざ
け
た
も
の
の
、
六
〇
年
以
降
再
活
性
化
さ
れ
た
。
美
学
や
言
語
学
の
援
用
か
ら
、
思
考
体
系
や

儀
礼
・
宗
教
、
民
族
・
芸
術
を
通
じ
て
人
間
独
自
の
文
化
的
想
像
力
と
し
て
象
徴
表
現
や
象
徴
に
よ
る
思
考
を
と
ら
え
、
人
間
の
表
現
力
、

伝
達
方
法
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
文
化
装
置
や
演
劇
性
を
考
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
六
〇
年
代
か
ら
の
象
徴
人
類
学
は
、
二
つ
の
大
き
な
流
れ
を
特
徴
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
梶
原
　
這
゜
。
』
）
。
一
つ
は
、

シ
ン
ボ
ル
を
意
味
の
運
び
手
や
文
化
の
窓
口
と
し
て
、
専
ら
シ
ン
ボ
ル
を
使
う
人
々
に
着
目
し
た
研
究
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ギ
ア
ツ
（
ρ

○
①
⑱
詳
N
）
の
よ
う
に
、
文
化
の
記
述
と
分
析
を
推
進
し
、
社
会
に
お
け
る
人
間
が
象
徴
を
通
じ
て
現
実
を
ど
の
よ
う
に
再
構
成
す
る
か
を
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

要
な
問
題
と
し
て
考
察
す
る
立
場
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
立
場
が
構
造
論
を
中
心
と
し
た
象
徴
の
操
作
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
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し
て
、
も
う
一
方
の
立
場
は
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
人
間
の
動
員
、
と
く
に
社
会
過
程
に
お
い
て
シ
ン
ボ
ル
は
人
間
を
ど
の
よ
う
に
動
か
す
か

（行
動
に

か

り
た
て
る
か
）
を
研
究
す
る
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
た
と
え
ば
リ
ー
チ
（
ロ
↑
。
①
合
）
は
、
祝
祭
や
儀
礼
を
対
象
に
し

て
、
規
範
や
役
割
の
し
が
ら
み
か
ら
一
時
的
に
も
脱
出
し
て
自
発
的
な
人
間
同
志
の
結
び
つ
き
が
祝
祭
な
ど
で
生
ず
る
こ
と
を
示
し
た
。

さ
ら
に
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
場
で
は
活
性
化
し
た
シ
ン
ボ
ル
が
人
を
動
か
す
と
述
べ
て
い
る
。

　
前
者
の
流
れ
（
「
（
抽
象
的
）
シ
ス
テ
ム
学
派
」
）
の
代
表
的
な
人
物
に
は
、
前
述
し
た
ギ
ア
ツ
の
ほ
か
に
ダ
グ
ラ
ス
（
呂
゜
O
o
轟
訂
ω
）
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ギ
ア
ツ
は
、
サ
ピ
ア
が
し
め
し
た
「
引
照
」
・
「
凝
集
」
シ
ン
ボ
ル
が
「
モ
デ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
と

く
に
政
治
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
に
お
い
て
「
引
照
」
・
「
凝
集
」
が
混
在
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
政
治
シ
ン
ボ
ル
に
お
い
て
は
、
人
間

世
界
を
知
覚
・
認
識
・
判
断
す
る
と
き
の
道
具
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
と
き
の
「
組
織
化
」
が
大
き
な
役
割
を
は
た
す
と
ギ
ア
ツ

は

述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
シ
ン
ボ
ル
を
用
い
て
、
現
実
世
界
の
諸
要
素
を
相
互
に
関
連
づ
け
て
秩
序
あ
る
体
系
を
つ
く
る
と
き
に
、

あ
え
て
は
っ
き
り
と
し
た
意
味
の
整
理
を
せ
ず
に
、
複
雑
で
曖
昧
な
配
置
に
し
て
お
く
こ
と
（
政
治
と
い
う
こ
と
ば
を
明
確
に
は
規
定
し
て
お

か

な
い
こ
と
な
ど
）
が
、
政
治
シ
ン
ボ
ル
の
情
緒
性
を
十
全
に
機
能
さ
せ
う
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
「
二
大
政
党
制
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を

例
に

と
れ
ば
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
が
内
包
す
る
概
念
は
政
策
協
力
や
「
翼
賛
政
治
」
の
可
能
性
へ
の
恐
怖
も
、
「
西
欧
化
」
・
「
成
熟
し
た
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
シ
ン
ボ
ル
と
結
び
つ
く
期
待
も
合
わ
せ
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
情
感
を
も
取
り
込
ん
だ
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
ギ
ア
ツ
は
、
政
治
シ
ン
ボ
ル
の
情
緒
に
よ
る
強
制
力
の
発
言
の
要
件
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
と
出
来
事
・
行
動
・
制
度
・
過
程
と
の
関
係

が

ち
ょ
う
ど
う
ま
く
生
じ
た
と
き
を
あ
げ
て
い
る
。
テ
ロ
事
件
を
武
力
に
よ
っ
て
解
決
し
た
直
後
の
指
導
者
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
シ

ン

ボ

ル
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
と
と
も
に
ギ
ア
ツ
は
長
期
化
さ
れ
た
政
治
シ
シ
ボ
ル
で

も
情
念
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
の
関
連
づ
け
の
曖
昧
さ
が
作
用
し
て
、
一
見
情
緒
的
要

素
は

長
期
化
し
た
シ
ン
ボ
ル
に
は
見
い
だ
し
に
く
く
な
る
。
と
は
い
え
、
シ
ン
ボ
ル
の
意
図
が
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
と
な
じ
ん
だ
場
合
に
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政治・メディア・政治漫画（4）（茨木）

は
、
情
緒
も
あ
え
て
意
図
的
に
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
な
い
。
先
の
指
導
者
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
次
に
起
き
る
「
国
家
的
危
機
」

に

対
策
を
誤
れ
ば
一
挙
に
効
力
を
失
う
（
逆
の
面
で
効
果
を
も
つ
と
も
い
え
る
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
綿
と
続
く
指
導
者
の
「
正
統
性
」

は
、
「
一
旦
緩
急
ア
レ
バ
」
噴
出
し
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　
「

シ
ン
ボ
ル
形
態
で
表
現
さ
れ
、
歴
史
的
に
継
承
さ
れ
る
意
味
の
定
型
」
と
、
文
化
を
シ
ン
ボ
ル
体
系
と
し
て
と
ら
え
る
ギ
ア
ツ
は
、

「

物
体
、
行
為
、
出
来
事
、
性
質
、
関
係
に
つ
い
て
、
意
味
内
容
を
表
わ
す
媒
介
手
段
」
と
シ
ン
ボ
ル
を
規
定
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

す
で
に
文
化
と
い
う
環
境
を
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
道
具
に
よ
っ
て
「
意
味
」
づ
け
て
い
く
人
間
の
存
在
が
前
提
と
し
て
み
ら
れ
る
。
さ
ち
に
、

こ
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
や
サ
イ
ン
の
相
互
作
用
の
所
産
で
あ
る
文
化
を
、
ク
モ
の
よ
う
に
自
ら
紡
い
で
作
っ
た
網
の
目
と
み
な
し
、
こ
の

網
の

目
の
「
意
味
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、
法
則
や
説
明
よ
り
も
解
釈
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
社
会
生
活
に
根
付
い
た
「
厚
い
記
述
」
（
昏
8
ズ

匹
①
ω
6
ユ
o
ま
昌
）
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ギ
ア
ツ
ら
は
、
こ
の
記
述
の
作
成
に
近
づ
く
方
法
と
し
て
、
民
族
誌
的
な
記
述
・
手
法
（
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

イ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
な
ど
）
の
必
要
性
を
あ
げ
て
い
る
。

　
「
厚
い
記
述
」
の
概
念
は
、
解
釈
の
恣
意
性
を
シ
ン
ボ
ル
研
究
に
お
い
て
克
服
す
る
方
法
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
の
「
シ

ン

ボ

ル
体
系
」
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
文
化
を
共
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
「
厚
い
記
述
」
は
「
シ
ン
ボ
ル
体
系
」
か
ら
引
き
出
さ
れ

た

意
味
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
特
定
の
文
化
を
共
有
す
る
人
た
ち
の
な
か
で
、
「
厚
い
記
述
」
の
解
釈
は
妥
当
性
を

も
つ
。
加
え
て
、
人
間
行
動
一
般
に
関
す
る
「
厚
い
記
述
」
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
異
な
っ
た
文
化
の
間
の
交
流
や
解
釈
に
活
用
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
に
は
、
人
間
行
動
一
般
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い
の
価
値
や
理
解
の
基
準
が
設
定
で
き
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　
政
治
漫
画
に

お

け
る
「
厚
い
記
述
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー

（】
「
°
ω
吟
「
O
一
〇
7
0
「
）
が
提
示
し
た
「
戯
画
の
文
法
」
を
、
修
辞
学
や
図
像
学
か
ら
の
援
用
に
よ
っ
て
よ
り
精
緻
に
構
築
す
る
こ
と
が
考
え
ら

　
（
5
9
）

れ

る
。
こ
の
と
き
、
政
治
漫
画
に
用
い
ら
れ
る
「
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
」
的
表
現
（
方
法
）
が
、
そ
れ
と
対
応
す
る
「
文
化
」
を
有
す
る
人
々
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

集
団
の
思
考
・
行
動
様
式
・
価
値
体
系
を
反
映
す
る
。
た
と
え
ば
、
著
名
人
の
死
去
を
表
わ
す
に
は
、
「
雲
の
上
の
天
国
」
に
召
さ
れ
て
い
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〈
（
あ
る
い
は
、
天
国
に
住
む
）
人
物
が
描
か
れ
る
。
こ
の
と
き
、
閻
魔
大
王
の
い
る
地
獄
は
「
墜
ち
て
」
は
い
か
な
い
。
生
前
に
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
＞

う
な
評
価
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
死
者
に
鞭
打
つ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
価
値
が
優
先
さ
れ
る
。

　
「

厚
い
記
述
」
を
求
め
る
二
つ
目
の
視
点
と
し
て
、
図
像
を
構
成
す
る
「
背
景
」
を
つ
く
る
諸
要
素
へ
の
着
目
が
あ
る
。
描
き
手
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
彼
と
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
環
境
（
社
会
・
政
治
・
経
済
状
況
）
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
（
組
織
）

の
属
性

（政
治
漫
画
の
場
合
に

は
、
新
聞
の
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
政
治
漫
画
と
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
記
事
や
論
説
お
よ
び
投
書
と
の
関
係
）

と
い
っ
た
「
政
治
漫
画
外
的
情
報
」
の
検
討
を
ど
の
よ
う
な
引
照
基
準
で
行
な
う
か
が
問
題
と
な
る
。

　
三
つ
目
の
視
点
は
、
政
治
漫
画
の
画
像
内
に
あ
る
情
報
と
作
品
と
の
関
連
へ
の
関
心
の
設
定
で
あ
る
。
「
見
出
し
」
と
画
像
と
の
対
応
（
「
見

出
し
」
の
文
字
と
画
像
と
の
関
連
）
、
画
像
内
の
説
明
語
句
や
、
人
物
の
発
言
を
表
わ
す
た
め
の
「
フ
キ
ダ
シ
」
と
画
像
と
の
関
連
を
ど
の
よ

う
に
読
み
込
む
か
が
、
第
一
、
第
二
の
点
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
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社
会
の

「

汚
れ
」
（
合
「
け
）
と
「
不
浄
」
（
一
∋
苫
苔
く
）
の
分
析
か
ら
、
シ
ン
ボ
ル
の
組
織
化
（
組
織
象
徴
）
機
能
を
検
討
し
た
の
が
ダ
グ
ラ

ス

で
あ
る
。
「
汚
れ
」
は
無
秩
序
状
態
で
あ
り
、
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
彼
女
は
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
を
忌
避
す
る
も
の
と
し
て
認
知
す

る
と
こ
ろ
に
「
不
浄
」
の
概
念
が
成
立
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
曖
昧
さ
や
例
外
・
変
則
を
明
快
で
定
型
的
な
も
の
に
変
化
さ
せ
た
り
、

共
同
体
か
ら
排
除
し
て
「
処
理
す
る
」
と
き
に
、
「
不
浄
」
の
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
観
的
世
界
と
し
て
の
「
汚
れ
」
や
「
不

浄
」
概
念
は
、
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
差
異
と
分
類
が
な
さ
れ
る
。
す
る
と
、
属
性
と
し
て
の
無
秩
序
を
秩
序
づ
け
、
分
類
的
な
認
識
体
系

に

位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
個
々
人
の
経
験
を
媒
介
し
た
諸
価
値
の
集
積
を
「
文
化
」
と
し
た
ダ
グ
ラ
ス
は
、
「
汚

れ
」
に
よ
る
無
秩
序
を
収
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
間
の
感
情
に
着
目
し
、
「
汚
れ
」
が
「
文
化
」
に
分
類
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
安
・

カ
オ
ス
か
ら
自
ら
を
護
る
た
め
に
「
儀
礼
」
を
と
ら
え
て
い
る
。
社
会
経
験
を
秩
序
づ
け
る
と
き
に
生
ず
る
「
境
界
」
領
域
を
「
不
浄
」

な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
不
浄
」
な
も
の
に
「
名
前
」
を
つ
け
る
と
い
う
作
業
か
ら
、
確
定
で
き
ず
脅
威



で
も
あ
っ
た
「
名
無
し
」
に
「
名
前
」
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
の
枠
（
境
界
）
を
設
け
、
共
同
体
の
秩
序
安
定
を
め
ざ
す
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
海
重
油
流
出
事
故
を
「
非
常
時
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
非
常
時
の
サ
イ
パ
ン
旅
行
」
は
、
市

長

の
説
明

で
は

カ
オ
ス
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
人
々
に
と
っ
て
「
不
浄
」
と
認
知
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
よ
い
。

政治・メディア・政治漫画（4）（茨木）

　
ダ

グ
ラ
ス
は
、
「
不
浄
」
で
あ
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
こ
と
ま
で
は
理
解
し
て
い
た
が
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
文
化
を
創
り
だ
す
も

と
と
な
る
と
い
っ
た
「
動
的
な
」
考
察
を
せ
ず
に
、
あ
く
ま
で
「
静
的
」
な
分
類
と
秩
序
の
中
へ
の
包
摂
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ

に

対
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
性
化
か
ら
文
化
や
社
会
の
変
動
へ
も
射
程
に
入
れ
た
研
究
が
、
タ
ー
ナ
ー
（
＜
°
一
［
一
」
叶
白
O
「
）
ら
の
三
象
徴
と

社
会

の
）
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
学
派
L
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
タ
ー
ナ
ー
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
（
〉
°
＜
§
O
o
目
8
）
の
「
通
過
儀
礼
」
の
概
念
を
発
展
さ
せ
、
「
境
界
状
態
（
リ
ミ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
」

（＝
日
日
巴
津
く
）
や
「
コ
ム
ニ
タ
ス
」
（
8
∋
∋
已
コ
｛
訂
。
・
）
の
概
念
を
提
示
す
る
。
日
常
世
界
か
ら
全
く
か
け
離
れ
た
「
分
離
」
で
も
な
く
、
日

常
に

「

再
統
合
」
さ
れ
る
で
も
な
い
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
状
態
が
地
位
や
状
況
の
移
行
過
程
に
は
「
過
渡
の
儀
礼
」
に
お
い
て
表
れ
る
と

彼
は

述
べ
る
。
こ
の
「
境
界
状
態
」
で
は
、
日
常
の
社
会
・
文
化
的
に
構
造
化
さ
れ
た
社
会
様
式
（
×
×
市
に
住
む
×
×
会
社
課
長
の
×
×
氏

と
い
う
よ
う
な
）
か
ら
離
れ
て
、
地
位
・
身
分
の
差
を
超
え
た
平
等
な
個
人
で
形
成
さ
れ
る
未
分
化
・
未
組
織
な
人
間
の
絆
（
「
コ
ム
ニ
タ
ス
」
）

が
生
ず
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
コ
ム
ニ
タ
ス
」
状
態
は
、
社
会
関
係
に
お
け
る
様
々
な
葛
藤
や
対
立
を
統
合
さ
せ
る
た
め
に
生
ず
る
「
社
会
劇
」
（
ψ
口
O
n
一
①
一
ユ
叶
①
ゴ
P
①
）

に

よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
戯
曲
に
基
づ
き
舞
台
の
上
で
役
者
が
観
客
に
向
か
っ
て
演
ず
る
近
代
の
「
演
劇
」
よ
り
も
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

と
広
い
概
念
を
「
社
会
劇
」
は
さ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
演
技
者
の
思
惑
を
超
え
た
、
観
客
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
演
劇

全
体
の

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
「
社
会
劇
」
に
よ
っ
て
表
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
「
コ
ム
ニ
タ
ス
」
状
態
で
あ
る
、
と
タ
ー
ナ

ー
は
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ

の
点
か

ら
み
る
と
、
「
社
会
劇
」
は
現
実
状
況
の
役
割
の
転
換
を
生
む
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
持
ち
え
な
か
っ
た
意
味
を

発
見
す
る
と
い
う
一
種
の
「
異
化
」
作
用
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
タ
ー
ナ
ー
の
理
論
を
政
治
の
舞
台
に
援

用
す
る
際
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
政
治
批
判
と
し
て
の
笑
い
に
即
し
て
説
明
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
政
治
批
判

と
し
て
の
笑
い
に
は
、
笑
う
対
象
を
通
じ
て
笑
う
主
体
の
価
値
や
地
位
の
逆
転
や
剥
奪
を
伴
う
。
こ
の
と
き
自
然
発
生
的
に

「

社
会
劇
」
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
政
治
指
導
者
に
対
す
る
支
配
－
被
支
配
関
係
以
外
の
関
係
が
「
異
化
」
作
用
と
し
て
見
出
だ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
み
い
だ
さ
れ
た
関
係
が
現
実
の
社
会
・
政
治
関
係
に
対
し
て
顕
在
化
し
て
、
新
し
い
関
係
と
な
る
か
ど

う
か
が
問
題
と
な
る
。
前
述
し
た
ダ
プ
ラ
ス
は
、
「
異
化
」
さ
れ
た
も
の
を
ど
う
に
か
し
て
「
同
化
」
す
る
か
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
っ
た

と
整
理
で
き
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
タ
ー
ナ
ー
は
、
「
異
化
」
さ
れ
る
過
程
ま
で
の
動
的
な
側
面
を
重
視
す
る
が
、
表
出
さ
れ
た
も
の
と

従
来
の
秩
序
構
成
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
結
局
、
「
笑
い
」
か
ら
得
る
批
判
を
提
言
と
し
て
確
立
す
る
に
は
、
別

の
政
治
手
法
が
求
め
ら
れ
、
「
笑
い
」
そ
の
も
の
が
持
つ
批
判
に
よ
る
事
象
の
主
体
・
客
体
双
方
の
対
象
化
は
、
常
に
「
体
制
の
安
全
弁
」

機
能

に
怯
え
つ
つ
行
な
わ
れ
る
と
い
う
限
界
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
「
（
象
徴
と
社
会
の
）
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
学
派
」
の
中
に
は
、
タ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
に
も
コ
ー
エ
ン
（
〉
°
O
o
冨
o
）
が
含
ま
れ
る
。
彼
は
社

会
過
程
や
政
治
過
程
と
人
間
と
の
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
関
わ
り
を
、
人
類
学
の
手
法
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
的
に
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
政
治
権
力
だ
け
で
な
く
、
諸
々
の
社
会
的
価
値
の
配
分
に
関
わ
る
過
程
を
一
見
政
治
的
で
な
い
出
来
事
の
中
に
見

出
だ
し
た
「
政
治
人
類
学
」
（
O
o
豪
8
巴
①
暮
宮
8
0
8
0
q
ぺ
）
の
立
場
に
属
す
る
コ
ー
エ
ン
は
、
タ
ー
ナ
ー
ら
儀
礼
の
象
徴
的
研
究
と
一
線
を

画

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
ー
ナ
ー
た
ち
が
、
特
定
部
族
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
シ
ン
ボ
ル
の
凝
集
性
と
感
情
喚
起
性
が
政
治
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ク
ロ
的
な
ロ
ー
カ
ル
で
限
定
的
な
変
化
過
程
を
対
象
に
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
コ
ー
エ
ン
は
す
べ
て
の
杜
会
的

事
象
が
政
治
性
を
帯
び
る
だ
け
で
な
く
、
非
政
治
的
で
暖
昧
な
も
の
こ
そ
政
治
的
に
は
有
効
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。



　
情
報
の
凝
集
性
と
曖
昧
さ
、
感
情
の
喚
起
、
と
い
っ
た
シ
ン
ボ
ル
の
属
性
の
理
解
は
、
人
間
行
動
・
概
念
だ
け
で
な
く
言
語
と
そ
の
形

態
に
も
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ボ
ル
の
形
式
と
機
能
と
を
区
別
し
、
諸
々
の
シ
ン
ボ
ル
形
式
が
特
定
の
政
治
的
文
脈
の
も
と
で
同

一
の

シ
ン
ボ
ル
機
能
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
コ
ー
エ
ン
　
一
㊤
ぶ
P
☆
）
。
彼
の
事
例
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
グ
ル
ー
プ
が

諸
々

の

シ
ン
ボ
ル
戦
略
を
用
い
て
、
集
団
を
統
合
す
る
過
程
を
ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
に
お
け
る
諸
集
団
を
例
に
と
っ
て
実
証
し
よ
う
と
し

て

い

る
。
非
政
治
の
政
治
性
の
指
摘
は
、
「
政
治
漫
画
」
よ
り
も
「
漫
画
」
一
般
が
も
つ
政
治
的
意
味
合
い
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
。
あ
る
い
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
催
物
の
象
徴
的
・
政
治
的
意
義
の
考
察
－
ー
－
「
見
せ
物
の
政
治
学
」
　
　
は
既
に
い
く
つ
か
の
研

　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
過
程
に
「
潜
在
し
て
い
る
」
権
力
関
係
が
、
ま
た
多
次
元
的
に
錯
綜
し
て
い
る
権
力
関
係
が
、
ど
の
よ
う
な

象
徴
体
系
や
象
徴
形
式
に
よ
っ
て
発
現
す
る
の
か
を
、
個
別
具
体
例
か
ら
ど
の
よ
う
に
抽
出
す
る
か
が
コ
ー
エ
ン
の
研
究
で
は
は
っ
き
り

と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

2
．
社
会
学

政治・メディア・政治漫画（4）（茨木）

①
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論

　
人

間
の
行
為
は
、
他
者
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
絶
え
ず
構
成
さ
れ
て
い
く
意
味
世
界
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
意
味
の
共
有
や
解
釈
を

シ
ン
ボ
ル
を
用
い
て
行
な
お
う
と
す
る
立
場
が
「
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
（
主
義
）
」
（
留
日
ひ
。
浮
葺
。
日
⇔
吟
ざ
己
む
・
日
）
で
あ
る
。
行
為

を
、
実
在
視
す
る
社
会
的
構
造
や
規
範
に
よ
っ
て
の
み
説
明
す
る
こ
と
を
退
け
、
行
為
者
が
対
象
に
自
ら
の
意
味
を
与
え
、
あ
る
い
は
他

者
か
ら
の
意
味
を
読
み
取
る
と
い
う
、
主
観
的
な
意
味
付
け
に
基
づ
く
相
互
作
用
と
し
て
行
為
を
と
ら
え
る
。
こ
の
主
観
的
な
意
味
の
世

界

は
、
他
者
と
の
相
互
関
係
を
通
じ
て
徐
々
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
独
自
の
解
釈
が
で
き
る
と
と
も
に
、
他
者
と
の
了

解
事
項

を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
個
人
が
社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
も
関
連
す
る
。
個
体
を
維
持
し
て
い
く
た
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め

に
は
、
環
境
と
し
て
の
社
会
や
集
団
と
適
応
・
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
集
団
が
も
つ
共
通
の
了
解
事
項
を

読
み

取

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
了
解
事
項
・
事
象
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
表
れ
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
み

ず
か
ら
の
行
為
を
積
極
的
に
構
成
す
る
こ
と
を
学
び
、
個
人
に
よ
る
判
断
・
行
動
、
独
自
の
見
解
の
養
成
を
は
か
る
こ
と
が
こ
の
立
場
の

重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
間
の
内
面
の
思
考
や
情
動
を
人
間
個
人
の
側
か
ら
と
ら
え
、
相
互
作
用
と
い
う
概
念
か
ら
社
会
行
動
と
の

接
点

を
模
索
し
た
の
が
こ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
で
あ
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
能
動
的
な
存
在
と
し
て
の
人
間
を
描
き
だ
し
た
の
が
ミ
ー
ド
（
O
°
出
．
ζ
O
①
△
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

こ
の
能
動
的
存
在
の
根
拠
を
「
自
己
相
互
作
用
」
に
求
め
る
。
自
己
に
は
、
社
会
構
造
や
文
化
を
理
解
し
て
そ
れ
ら
を
内
面
化
す
る
働
き

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
に
社
会
過
程
を
内
蔵
し
て
い
た
と
、
ミ
ー
ド
は
考
え
て
い
た
（
c
d
一
〔
」
白
∋
O
『
　
　
一
㊤
べ
切
）
。
つ
ま
り
、
「
行
為
者
が

行
為
の
状
況
で
直
面

す
る
事
柄
を
自
分
自
身
に
提
示
し
、
こ
れ
を
解
釈
し
な
が
ら
自
ら
の
行
為
を
組
織
」
立
て
る
過
程
を
「
自
己
相
互
作

用
」
と
よ
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
自
分
に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
る
作
用
に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
分
の
行
動
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
は
、

環
境
に

対
し
て
自
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
環
境
を
つ
く
り
か
え
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
自
己
の
行
動
の
立
脚
点
を
内
面
と
の
対
話
で
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
た
自
己
の
行
為
を
「
一
般
化
さ
れ
た

他
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
ミ
ー
ド
に
と
っ
て
、
シ
ン
ボ
ル
の
も
つ
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
言
葉
だ
け
な
く
、

身
振
り
も
含
め
た
「
シ
ン
ボ
ル
」
を
媒
介
に
し
て
、
他
者
に
は
情
報
の
伝
達
を
、
自
己
に
は
他
者
が
自
分
に
も
っ
て
い
る
期
待
を
そ
れ
ぞ

れ
伝

え
内
面
化
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
行
為
の
ま
っ
た
く
の
恣
意
的
な
判
断
を
避
け
、
制
御
が
は
た
ら
く
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ

ン

ボ

ル
を
「
反
応
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
刺
激
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
彼
の
い
う
「
シ
ン
ボ
ル
」
は
特
定
集

団
に
共
有
さ
れ
る
認
識
や
反
応
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
時
事
性
の
強
い
テ
ー
マ
で
描
い
た
政
治
漫
画
は

そ
の
テ
ー
マ
が
一
段
落
す
る
と
風
刺
の
内
容
が
ぼ
や
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
政
治
漫
画
は
ミ
ー
ド
の
文
脈
で
は
「
シ
ン
ボ
ル
」
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に

な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
刺
激
に
対
す
る
反
応
は
社
会
的
次
元
で
は
必
ず
し
も
二
様
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
多
様
な
反
応
の
う

ち
の
「
最
大
派
閥
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
「
派
閥
」
の
変
化
に
応
じ
て
異
な
っ
た
「
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

政治・メディア・政治漫画㈲（茨木）

　
ミ
ー
ド
の
理
論
を
よ
り
精
緻
化
し
た
の
が
ブ
ル
ー
マ
ー
（
】
中
゜
口
O
一
ロ
ゴ
P
Φ
「
）
の
理
論
で
あ
る
。
ミ
ー
ド
の
理
論
か
ら
、
①
自
我
を
も
つ
個
人

か

ら
構
成
さ
れ
る
社
会
、
②
個
々
人
が
実
際
に
行
動
す
る
状
況
に
注
目
し
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
結
果
と
し
て
の
行
動
、
③
他
者
の
行
動
の

配
慮
・
解
釈
に
基
づ
く
個
人
の
行
動
の
集
積
に
よ
る
集
合
行
動
、
と
い
っ
た
点
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
社
会
の
な
か
の
個
人
の

行
動

は
、
解
釈
の
過
程
を
通
じ
て
個
々
人
が
作
り
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

　
ブ

ル
ー
マ
ー
は
、
社
会
を
個
人
の
行
為
の
集
合
体
と
し
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
行
為
と
い
う
活
動
を
単
位
と
し
て
社
会
を
「
活
動
単

位
」
（
①
n
江
口
σ
q
已
白
一
［
Q
力
）
に
分
け
て
い
る
。
「
活
動
単
位
」
は
「
個
別
の
個
人
や
、
共
通
目
的
の
た
め
に
構
成
員
が
い
っ
し
ょ
に
行
為
す
る
集

合
体
や
、
成
員
利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
組
織
」
（
ブ
ル
ー
マ
ー
　
」
8
一
〇
°
一
一
〇
）
で
あ
り
、
「
市
場
で
の
個
々
の
購
買
者
、
劇
団
や
伝
道

団
、
営
利
企
業
や
全
国
的
な
同
業
者
組
合
」
を
さ
す
と
述
べ
て
い
る
（
廿
゜
＝
O
）
。
こ
の
「
活
動
単
位
」
は
、
状
況
の
規
定
を
す
る
と
そ
の
方

向
に
向
か
っ
て
全
体
と
し
て
行
動
す
る
。
逆
に
い
え
ば
、
組
織
体
と
し
て
い
っ
た
ん
決
定
し
た
状
況
規
定
を
変
更
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ゆ
え
に
「
活
動
単
位
」
は
、
そ
の
組
織
化
過
程
に
お
い
て
確
固
た
る
シ
ン
ボ
ル
を
形
成
す
る
。
こ
の
シ

ン

ボ

ル
の
変
更
は

よ
り
大
き
な
「
活
動
単
位
」
の
変
化
に
依
存
す
る
と
し
て
い
る
。

　
重
油
被
害
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
重
油
の
直
接
的
（
可
視
的
）
な
被
害
が
一
段
落
す
る
と
、
「
重
油
汚
染
」
と
い

う
「
風
評
」
が
観
光
地
の
人
出
の
減
少
の
原
因
と
み
な
さ
れ
て
、
残
存
す
る
被
害
の
報
道
に
「
心
理
的
」
「
間
接
的
」
な
規
制
が
か
か
る
。

他
方
、
「
重
油
被
害
」
の
処
理
・
被
害
へ
の
保
障
・
今
後
の
対
策
な
ど
に
「
重
油
問
題
」
の
状
況
解
釈
を
置
く
な
ら
ば
、
い
た
ず
ら
な
「
風

評
解
消
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
同
意
し
が
た
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
活
動
単
位
」
の
状
況
規
定
が
「
風
評
一
掃
」
と
な
る
な

ら
ば
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
に
対
抗
す
る
に
は
「
活
動
単
位
」
間
の
権
力
（
影
響
力
）
の
争
い
と
な
る
。
当
該
シ
ン
ボ
ル
が
よ
り
大
き
な
「
活
動

33



北陸法學第5巻第1号（1997）

単
位
」
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
と
、
世
論
形
成
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
「
活
動
単
位
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な

シ
ン
ボ
ル
を
提
示
す
る
か
は
重
要
な
点
に
な
る
。
「
重
油
被
害
」
の
重
要
性
を
維
持
し
て
、
被
害
報
道
を
続
け
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
「
風

評
被
害
」
に
重
点
を
お
い
て
「
風
評
解
消
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
と
も
に
「
重
油
問
題
」
を
位
置
付
け
る
か
は
、
個
々
人
の
状
況
の
解
釈
の
判

断

の
根
拠

（あ
る
い
は
判
断
材
料
の
提
示
）
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
社
会
状
況
の
シ
ン
ボ
ル
変
化
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。

　
ブ

ル
ー
マ
ー
は
、
解
釈
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
シ
ン
ボ
ル
変
化
の
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
か
ら
、
「
活
動
単
位
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
変
化

に

対
応

し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
個
々
人
の
解
釈
の
統
合
が
社
会
活
動
を
規
定
す
る
と
い
う
彼
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
し

か

し
、
先
の
「
重
油
問
題
」
の
例
に
な
ら
う
と
、
状
況
規
定
が
可
能
に
な
っ
た
「
解
釈
」
の
主
体
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
と
い

う
問
題
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
彼
の
「
等
身
大
の
社
会
過
程
へ
の
執
着
」
（
後
藤
　
お
“
っ
一
）
に
帰
着
す
る
と
は
い
え
、
日
常
性
か

ら
シ
ン
ボ
ル
を
使
っ
て
社
会
を
読
み
取
る
姿
勢
は
政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
ド
ラ
マ
論

ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー

　
シ
ン
ボ
ル
の
利
用
と
役
割
の
理
論
と
実
践
を
分
析
す
る
「
シ
ン
ボ
ル
操
作
の
研
究
」
に
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
（
△
「
①
白
∋
①
吟
｛
ω
5
⊇
）
が
あ

る
。
「
ド
ラ
マ
」
（
ユ
日
日
①
）
と
い
う
言
葉
は
「
行
な
う
（
9
碧
⇔
）
」
を
語
源
と
し
て
も
つ
と
さ
れ
る
（
ρ
因
O
°
、
、
奇
①
日
①
、
、
）
。
そ
れ
ゆ
え
、

人

間
の
事
象
一
般
の
表
現
形
式
で
あ
る
「
行
為
」
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
ド
ラ
マ
理
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
上
記
の
「
ド
ラ
マ

テ
ィ
ズ
ム
」
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
「
行
為
」
を
ド
ラ
マ
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
（
民
Φ
目
6
臼
切
ロ
完
㊦
）
で

あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
分
析
手
法
で
あ
り
、
同
時
に
用
語
系
を
批
判
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

用
語
系

の

目
的
は
、
人
間
関
係
と
人
間
の
動
機
と
を
研
究
す
る
最
も
す
ぐ
れ
た
方
法
が
用
語
の
循
環
系
と
用
語
の
諸
機
能
を
検
討
す
る
こ

と
に
あ
る
の
を
示
す
こ
と
で
あ
る
」
（
一
］
已
「
オ
O
　
　
」
O
O
o
◎
　
　
O
．
《
《
O
）
と
し
て
い
る
。
人
間
の
行
為
の
背
景
に
あ
る
動
機
を
分
析
す
る
手
が
か
り
を

「

ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
に
求
め
た
バ
ー
ク
は
、
行
為
を
決
め
る
も
の
が
そ
の
行
為
を
表
す
用
語
の
中
に
あ
る
と
し
て
、
行
為
の
動
機
と
な
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政治・メディア・政治漫画④（茨木）

る
シ
ン
ボ
ル
（
シ
ス
テ
ム
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
試
み
を
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
バ
ー
ク
が
こ
の
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
作
り
出
し
た
背
景
に
は
、
政
治
的
行
動
や
政
治
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
も
つ
複
雑
多
岐
な
パ
タ
ー

ン

や
相
互
の
関
係
・
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
そ
れ
ら
の
内
実
を
つ
か
む
か
と
い
う
「
動
機
」
が
あ
っ
た
。
政
治
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
形
態
の
多
様
性
・
曖
昧
性
・
多
義
性
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
、
そ
の
の
ち
に
そ
の
根
源
に
あ
る
「
動
機
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
彼
は
考
え
た
。
人
間
行
動
の
「
あ
や
」
を
含
み
入
れ
る
手
段
と
し
て
、
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
「
ド
ラ
マ

テ
ィ
ズ
ム
」
の
キ
ー
タ
ー
ム
と
し
て
バ
ー
ク
は
、
「
行
為
」
（
①
6
｛
）
、
「
場
面
」
（
8
窪
。
）
、
「
行
為
者
」
（
置
m
葺
）
、
「
媒
体
」
（
①
o
q
。
づ
昌
）
、
「
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

図
」
（
言
壱
o
ω
。
）
の
「
五
つ
組
」
（
o
。
暮
巳
）
を
提
示
す
る
（
バ
ー
ク
　
一
q
。
c
。
N
o
°
戸
下
謡
）
。
そ
し
て
、
「
人
間
の
動
機
の
所
在
を
明
ら
か
に

す
る
す
べ
て
の
陳
述
は
、
五
つ
組
（
の
認
識
）
か
ら
起
こ
り
、
五
つ
組
（
の
再
認
識
）
に
よ
っ
て
終
わ
る
こ
と
を
明
示
で
き
る
」
（
E
°
。
）
と

述
べ
て
い
る
。

　
バ
ー
ク
の
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
は
、
言
葉
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
に
も
特
色
が
あ
る
。
言
葉
が
表
す
意
味
内

容

は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
が
含
ま
れ
る
用
語
系
に
お
け
る
位
置
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
相
対
的
な
も
の
で
あ
る

　
　
　
（
6
6
）

と
い
う
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
発
す
る
言
葉
は
状
況
に
大
い
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
都
度
の
役
割
や
そ
の
役
割
期
待

に

応

じ
た
「
演
技
」
を
人
間
は
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
役
割
理
論
や
演
技
と
の
接
点
を
バ
ー
ク
は
持
つ
こ
と

に

な
る
の
で
あ
る
。

　
バ
ー
ク
の
理
論
を
引
継
ぎ
、
社
会
と
ド
ラ
マ
と
の
関
わ
り
合
い
に
着
目
し
た
の
は
、
ダ
ン
カ
ン
（
＝
°
O
」
）
旨
8
0
）
で
あ
る
。
彼
は
、
「
社

会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
・
統
合
を
劇
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
分
析
し
た
」
（
見
田
　
一
㊤
゜
。
°
。
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
実
は
、
ダ
ン
カ
ン
（
一
⑩
o
。
O
）
を
み
て
も
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
内
容
は
今
ひ
と
つ
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
「
公
理
的

命
題
」
と
い
う
証
明
な
し
で
用
い
ら
れ
る
命
題
群
に
、
有
意
味
な
シ
ン
ボ
ル
を
使
用
す
る
場
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
措
定
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さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
社
会
的
な
状
況
で
集
団
や
共
同
体
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
の
正
当
化
に
寄
与
す
る
と
し
て

い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
秩
序
の
安
定
を
も
た
ら
す
社
会
的
相
互
作
用
の
一
環
と
し
て
「
（
社
会
的
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
ま
た
「
形
式
が
内
容
を
規
定
す
る
」
と
い
う
見
解
を
も
と
に
し
て
、
彼
は
シ
ン
ボ
ル
と
ド
ラ
マ
の
双
方
を
「
階
統
秩
序
」
（
巨
o
日
目
耳
）

と
の
関
係
で
論
述
す
る
。
彼
は
シ
ン
ボ
ル
の
個
別
性
な
い
し
解
釈
の
多
様
性
を
認
め
つ
つ
も
、
「
何
を
伝
え
る
か
」
（
内
容
）
よ
り
も
「
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
か
」
（
形
式
）
の
面
を
重
視
し
た
の
は
、
シ
ン
ボ
ル
の
「
公
的
な
」
特
徴
に
よ
っ
て
社
会
の
「
階
統
秩
序
」
が
体
現
さ
れ
る

こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
シ
ン
ボ
ル
の
相
互
作
用
を
考
察
す
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
に

端
緒
を
も
ち
な
が
ら
、
実
際
に
は
マ
ク
ロ
な
視
点
で
シ
ン
ボ
ル
の
属
性
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
ダ
ン
カ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
社
会
を
「
階
統
秩
序
」
と
み
な
し
、
こ
の
秩
序
を
い
か
に
合
理
化
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
勢
力
が
闘
争
す
る
。
こ
の
「
階
統
秩
序
」

が
端
的
に
表
象
さ
れ
る
の
は
、
悲
劇
と
喜
劇
と
い
う
ド
ラ
マ
の
形
式
に
お
い
て
で
あ
る
と
ダ
ン
カ
ン
は
指
摘
す
る
。
悲
劇
に
よ
っ
て
、
犠

牲
者

を
設
け
て
公
的
に
処
罰
す
れ
ば
、
み
ず
か
ら
の
罪
と
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
人
が
持
っ
て
い
た
罪
と
恐
怖
を
具
現

化

し
て
意
識
の
姐
上
に
の
ぼ
ら
せ
、
罪
や
恐
怖
へ
の
対
処
を
表
明
し
、
行
動
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
喜
劇
は
人
間
同
志
の
批
判
に
訴

え
る
。
社
会
的
な
最
高
善
　
　
人
間
と
し
て
自
由
な
意
志
の
伝
達
可
能
性
を
条
件
と
す
る
ー
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
が
喜
劇
で
あ
る

と
彼
は
述
べ
る
。
人
間
と
し
て
悪
に
対
峙
し
、
演
技
者
を
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
理
性
へ
の
確
認
が
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
対
象
化
す
る
「
精
神
の
自
由
」
を
も
つ
こ
と
に
照
応
す
る
。
た
だ
し
、
ダ
ン
カ
ン
の
強
調
す
る
点
は
あ
く
ま

で

「

社
会
秩
序
に
お
け
る
喜
劇
」
の
機
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
秩
序
に
必
要
な
役
割
を
何
度
も
公
共
の
場
で
繰
り
返
し
上
演
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
衆
の
賛
意
を
得
、
自
ら
の
権
威
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
は
か
ら
れ
る
。
特
に
「
笑
い
か
ら
生
ま
れ
る
社
会
的
陶
酔
」

は
「
社
会
的
紐
帯
を
強
め
る
」
。
笑
っ
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の
ま
に
か
一
体
感
が
観
客
の
間
に
出
て
く
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
共
同
体
の

集
団
と
し
て
の
行
為
は
、
喜
劇
や
悲
劇
と
い
う
ド
ラ
マ
で
演
じ
ら
れ
る
行
為
（
演
技
）
を
通
じ
て
（
実
際
に
演
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
）
構
成
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員
に
習
得
さ
れ
る
。
政
府
に
お
け
る
ド
ラ
マ
は
一
見
、
悲
劇
の
要
素
が
強
い
（
真
面
目
な
ド
ラ
マ
と
み
れ
ば
）
が
、
祝
祭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

な
ど
も
喜
劇
と
み
な
す
な
ら
ば
、
政
府
が
演
ず
る
ド
ラ
マ
の
喜
劇
性
は
か
な
り
高
い
割
合
で
登
場
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ゲ

ー
ム
、
芸
術

　
日
常
生
活
状
況
に
お
け
る
人
々
の
関
わ
り
合
い
に
着
目
し
、
対
面
状
況
に
お
い
て
他
者
と
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
的
現
実
を
構
成
し
う
る
か
を
検
討
し
た
の
が
ゴ
フ
マ
ン
（
団
゜
O
o
は
目
碧
）
で
あ
る
。
彼
は
、
規
範
の
あ
る

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
つ
つ
が
な
く
振
る
舞
う
社
会
的
自
己
を
も
つ
人
間
像
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
社
会
的
現
実
を
自
己
と
他

者
と
で
相
互
に
形
成
す
る
社
会
的
行
為
者
間
の
働
き
に
端
を
発
し
て
、
次
い
で
対
立
状
況
に
あ
る
行
為
者
の
間
の
現
実
の
獲
得
を
め
ぐ
る

ゲ

ー
ム
や
葛
藤
に
ゴ
フ
マ
ン
の
関
心
は
移
行
し
て
く
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
政
治
と
の
関
連
を
彼
の
「
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
」
（
臼
轟
ヨ
①
9
〔

ぴ。

ぺ）

に

見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
従
来

「

脚

本
」
「
戯
曲
術
」
を
さ
し
て
い
た
「
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
」
乞
い
う
言
葉
は
、
日
常
生
活
で
の
行
為
者
の
や
り
と
り
（
演
技
者

ー
観
客
）
に
援
用
さ
れ
て
概
念
化
さ
れ
た
。
彼
は
、
社
会
に
お
け
る
個
人
は
、
社
会
の
各
領
域
が
そ
の
個
人
に
求
め
る
姿
に
自
ら
を
適
合
さ

せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
な
か
で
の
存
在
を
維
持
で
き
る
と
し
て
、
そ
の
と
き
の
自
己
を
装
う
戦
略
を
「
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
」
と

よ
ん
だ
（
ゴ
フ
マ
ン
　
」
㊤
べ
）
。
こ
の
戦
略
は
、
個
々
人
が
様
々
な
領
域
で
出
会
う
「
対
面
状
況
」
に
お
い
て
も
登
場
す
る
。
相
互
作
用
の
円

滑
化
を
目
的
と
し
て
、
当
面
の
社
会
状
況
を
「
定
義
」
し
て
、
自
己
を
提
示
す
る
。
こ
の
と
き
、
他
者
が
自
分
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
で
き

る
だ
け
損
ね
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
ゴ
フ
マ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
保
持
に
か
か
わ
る
戦
略
に
、
視
線
．

仕
草
・
察
し
な
ど
に
よ
る
「
印
象
操
作
」
（
目
買
o
呈
8
∋
①
8
°
q
o
日
o
暮
）
が
あ
る
。

　
こ
の
イ
メ
ー
ジ
保
持
な
い
し
、
そ
れ
を
目
的
と
す
る
「
印
象
操
作
」
は
、
社
会
的
現
実
を
他
者
と
協
力
し
て
構
成
す
る
と
き
で
も
、
あ

る
い
は
対
立
す
る
他
者
を
駆
逐
す
る
た
め
に
み
ず
か
ら
の
社
会
的
現
実
の
定
義
を
構
成
す
る
と
き
で
も
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
重
要
な
要

素

と
な
る
。
対
立
が
深
刻
化
し
て
紛
争
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
費
や
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
な
い
し
獲
得
さ
れ
た
現
実
と
利
益
を
対
立
勢
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力
に
抗
し
て
維
持
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
他
者
の
み
た
イ
メ
ー
ジ
は
変
え
る
こ
と
な
く
密
か
に
現
実
の
定
義
付

け
を
進
め
る
ほ
う
が
対
立
の
顕
在
状
況
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
利
益
の
保
持
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゴ
フ
マ
ン
の
理
論

は

「

外
観
重
視
」
「
第
二
次
適
応
の
理
論
」
と
批
判
（
グ
ー
ル
ド
ナ
ー
　
一
零
゜
。
）
を
受
け
る
の
は
、
こ
の
微
視
的
な
姿
勢
が
人
間
不
信
に
根
ざ

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
理
念
」
や
「
理
想
」
が
個
人
の
領
域
か
ら
集
団
の
領
域
に
移
さ
れ
る
と

き
に
、
こ
れ
ら
の
言
辞
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
意
味
内
容
が
変
化
す
る
と
い
う
現
実
を
み
る
と
、
ゴ
フ
マ
ン
の
理
論
を
分
析
道
具
と
し
て
政

治
に

援
用
す
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
は
異
な
っ
た
意
味
に
お
い
て
「
理
念
」
や
「
理
想
」
を
ど
の
よ
う

に

変
質

さ
せ
ず
に
観
察
者
が
維
持
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

38

　
人
生

が
ド
ラ
マ
で
あ
る
こ
と
を
ゴ
フ
マ
ン
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
バ
ー
ク
の
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
は

構
造
的
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
普
遍
性
を
も
つ
と
し
て
、
バ
ー
ク
の
再
評
価
を
「
実
存
社
会
学
」
の
立
場
か
ら
指
摘
し
た
の
が
、
ラ
イ
マ
ン

（
Q
o
°
ξ
目
碧
）
と
ス
コ
ッ
ト
（
客
゜
Q
力
8
芭
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
普
遍
化
・
客
観
化
し
に
く
い
主
体
的
・
内
面
的
な
個
の
立
場
を
強
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
実
存
と
し
て
の
自
己
と
他
者
と
の
関
係
か
ら
社
会
を
概
観
す
る
「
実
存
社
会
学
」
の
立
場
を
と
り
、
人
間
の
全
体
像
を

凝
集
さ
せ
た
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
相
互
作
用
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
（
ラ
イ
マ
ン
、
ス
コ
ッ
ト
　
一
㊤
゜
。
一
）
。
真
理
は
日
常
生
活
の
中
に
存
在
し
、

常
に

発
掘

の
意
志
を
持
ち
続
け
る
人
間
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
、
行
為
の
所
産
と
し
て
の
人
間
の
事
象
は
反
復
と
シ
ナ

リ
オ
に
よ
っ
て
、
行
為
を
具
象
化
す
る
。
こ
れ
は
ド
ラ
マ
に
よ
る
真
理
の
体
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
存
在
を
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
に
描
き
だ
す
ド
ラ
マ
は
、
根
源
的
か
つ
存
在
論
次
元
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
彼
ら
は
政
治
と
演
劇
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
人
生
が
ド
ラ
マ
と
劇
場
に
な
り
う
る
と
す
れ
ば
、
権
力
の
獲
得
や
支
配
関

係
の
樹
立
を
目
的
と
す
る
人
間
行
動
は
ド
ラ
マ
的
で
あ
り
、
ド
ラ
マ
に
よ
る
統
治
を
「
演
劇
政
治
」
（
穿
①
①
胃
。
自
①
。
く
）
と
名
付
け
た
（
ラ
イ

マ

ン
、
ス
コ
ッ
ト
　
お
゜
。
一
P
一
゜
。
一
）
。
彼
ら
は
こ
の
概
念
を
、
政
治
体
制
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
は
ロ
シ
ア
の
劇
作
家
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
（
之
゜
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国
旨
。
ぎ
o
｛
木
）
か
ら
、
権
力
獲
得
の
技
術
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
（
プ
〔
口
】
①
O
庁
一
知
く
O
一
＝
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
援
用
し
て
、

権
力
と
支
配
の
政
治
的
舞
台
の
み
な
ら
ず
非
政
治
的
組
織
の
政
治
的
特
質
に
つ
い
て
の
「
政
治
社
会
学
的
分
析
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
。　

加
え
て
、
政
治
権
力
の
正
統
（
当
）
性
の
根
拠
と
し
て
、
六
つ
の
神
話
（
「
英
知
と
知
識
」
、
「
神
の
是
認
」
、
「
勇
気
と
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
」
、
「
同
意

と
多
数
支
配
」
、
「
伝
統
と
慣
習
」
、
「
歴
史
的
必
然
の
力
」
）
を
提
示
す
る
（
ラ
イ
マ
ン
、
ス
コ
ッ
ト
　
お
゜
。
一
〇
°
一
゜
。
㊤
心
O
°
。
）
。
こ
れ
ら
が
支
配
集
団

の

権
力
の
確
認
・
正
統
（
当
）
化
と
し
て
は
た
ら
く
た
め
に
は
、
ド
ラ
マ
を
演
ず
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
常
生
活
に
密

着
し
た
ド
ラ
マ
性
に
基
づ
く
神
話
か
ど
う
か
が
疑
問
で
は
あ
る
。
観
客
と
し
て
の
被
支
配
者
が
ど
の
く
ら
い
ド
ラ
マ
に
埋
没
し
う
る
の
か
、

あ
る
い
は
埋
没
で
き
ず
に
支
配
の
正
統
（
当
）
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
上
記
の
六
つ
の
神
話
以
外
の
社
会
・
経
済
的
な
要
因
が
作
用
し
て
い

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
、
が
問
題
と
な
ろ
う
。

③
政
治
漫
画
と
の
関
連

「

背
景
」
分
析
か
ら
「
内
容
」
分
析
へ

　
政
治
漫
画

と
ド
ラ
マ
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
政
治
現
象
の
時
系
列
分
析
に
お
い
て
ド
ラ
マ
論
を
用
い
、
分
析
の
道
具
と
し
て
政
治

漫
画
を
用
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
茨
木
　
冶
゜
。
°
。
）
。
こ
の
場
合
は
あ
く
ま
で
政
治
現
象
の
展
開
を
外
在
的
に
つ
か
む
た
め
の
分
析
で

あ
り
、
政
治
漫
画
分
析
の
周
縁
的
要
素
に
は
な
っ
て
も
、
政
治
漫
画
自
体
の
分
析
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
政
治
漫
画
自
体
が
政
治
現
象
の

一
断
面

を
切
り
取
っ
て
鮮
明
に
表
わ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
断
面
か
ら
当
該
政
治
現
象
の
全
体
像
や
政
治
的
意
味
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表

わ

す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
治
漫
画
「
自
体
」
の
分
析
に
お
い
て
も
ド
ラ
マ
論
に
よ
る
分
析
の
可
能
性
が
存
在
し
よ
う
。

　
政
治
漫
画
の
内
容
分
析
へ
の
ド
ラ
マ
論
の
援
用
は
、
バ
ー
ク
の
「
五
つ
組
」
を
も
と
に
「
主
体
」
「
客
体
」
「
修
飾
語
句
」
「
述
語
動
詞
」

な
ど
の
「
文
法
用
語
」
か
ら
の
類
推
に
よ
る
枠
組
み
を
構
成
し
て
既
に
検
討
を
加
え
た
（
茨
木
　
這
q
∋
O
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

バ
ー
ク
の
理
論
の
持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
性
格
を
十
分
に
は
反
映
で
き
ず
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
近
年
、
「
漫
画
」
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の

「

形
態
的
」
要
素
（
線
、
画
面
、
コ
マ
、
フ
キ
ダ
シ
、
な
ど
漫
画
を
構
成
す
る
記
号
）
に
着
目
し
た
研
究
（
四
方
田
　
一
〇
Φ
弁
夏
目
　
お
O
O
）

が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
形
態
的
」
研
究
は
コ
マ
漫
画
に
重
点
が
置
か
れ
、
一
コ
マ
漫
画
で
あ
る
政
治
漫
画
に
は
あ
ま
り
関
心
を

向
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
「
形
態
的
」
研
究
と
従
来
の
修
辞
技
法
の
知
見
と
を
総
合
さ
せ
て
い
く
手
掛
か
り
を
、
ド
ラ
マ
論
に

求
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
政
治
漫
画
の
背
景
と
し
て
の
素
材
の
ド
ラ
マ
的
研
究

の
ほ

か
に

外
在
的
接
近

と
し
て
、
政
治
漫
画
と
新
聞
の
他
の
情
報
と
の
関
係
の
定
式
化
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
や
、
政
治
漫
画
の
中
の
文
字

情
報

と
画
像
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
形
態
」
論
と
修
辞
技
法
に
ド
ラ
マ
論
（
た
と
え
ば
バ
ー
ク
の
「
五
つ
組
」

の
相
互
比
率
の
検
討
な
ど
）
を
加
え
て
図
像
の
解
釈
論
の
一
般
化
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
「
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
政
治
漫

画
」
と
い
う
時
代
は
既
に
過
ぎ
去
り
、
む
し
ろ
一
コ
マ
に
無
数
の
「
流
れ
」
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
政
治
漫
画
自
体
に
も
政
治
漫
画
研
究

に

も
共
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
㌔
す
れ
ば
、
一
コ
マ
の
中
に
あ
る
「
流
れ
」
を
ド
ラ
マ
論
に
よ
っ
て
導
き
だ
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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（
5
4
）
も
っ
と
も
、
言
語
は
文
化
の
み
に
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
言
語
の
も
つ
個
々
人
に
と
っ
て
の
個
別
性
は
同
じ
よ
う
に
大
き
役
割
を
も
つ
。
さ
ら

　
　
に
、
文
化
を
言
語
が
規
定
す
る
場
A
口
が
あ
る
。

（
5
5
）
絵
画
の
「
引
照
シ
ン
ボ
ル
」
化
は
、
こ
の
他
に
も
一
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
絵
画
の
見
方
を
試
験
の
問
題
に
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
生
ず
る
。
一

　

般

に
、
学
校
教
育
に
お
け
る
芸
術
の
鑑
賞
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
肖
像
画
、
意
識
調
査
双
方
の
「
シ
ン
ボ
ル
の
変
換
」
の
要
因
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ

　
　
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
変
換
」
を
生
じ
さ
せ
る
「
状
況
」
の
構
成
因
子
と
し
て
上
述
し
た
よ
う
な
「
教
育
制
度
」
に
よ
る
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。

（
5
6
）
レ
ヴ
ィ
ー
ー
ス
ト
ロ
ー
ス
（
n
い
o
≦
－
Q
力
茸
国
已
。
。
。
・
）
に
代
表
さ
れ
る
構
造
人
類
学
を
中
心
と
し
た
「
抽
象
的
シ
ス
テ
ム
学
派
」
（
梶
原
、
這
゜
。
』
）
を
さ
す
。
リ

　

ー
チ
や
ダ
グ
ラ
ス
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
。
ギ
ア
ツ
は
「
象
徴
と
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
学
派
」
と
こ
の
「
シ
ス
テ
ム
学
派
」
と
の
「
境
界
人
」

　
　
（
マ
ー
ジ
ナ
ル
．
マ
ン
）
で
あ
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
本
稿
で
は
シ
ン
ボ
ル
と
そ
の
担
い
手
と
い
う
分
類
視
点
か
ら
、
従
来
の
説
明
と
少
し
異
な
る

　

立
場
を
と
っ
た
。



政治・メディア・政治漫画（4）（茨木）

　
　
　
梶
原
（
お
o
。
《
）
は
、
象
徴
人
類
学
の
特
徴
を
、
①
文
化
理
論
（
認
識
）
、
②
非
合
理
的
や
例
外
と
み
な
さ
れ
る
事
象
を
対
象
と
す
る
独
自
性
、
③
従
来
の

　
　
理
論
・
方
法
論
へ
の
批
判
（
機
能
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
再
検
討
）
、
客
観
性
に
対
す
る
間
主
観
的
な
理
解
の
重
要
性
の
指
摘
と
い

　
　
っ
た
提
言
、
④
現
実
の
多
義
性
と
多
次
元
性
へ
の
認
識
、
⑤
積
極
的
な
象
徴
観
、
⑥
多
領
域
と
の
協
同
性
、
の
よ
う
に
六
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。

（
5
7
）
標
本
調
査
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
標
本
が
象
徴
す
る
対
象
者
全
体
の
心
理
的
傾
向
と
調
査
者
が
得
よ
う
と
す
る
回
答
者
の
意
向
は
必
ず
し
も
同

　
　
じ
で
は
な
い
。
本
来
は
前
者
を
調
べ
る
は
ず
が
、
後
者
の
意
向
に
前
者
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
手
続
き
の
「
実
証
性
」
へ
の
盲
従
が
回

　
　
答
の
「
厚
い
記
述
」
を
作
る
こ
と
を
阻
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
実
証
結
果
」
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
て
発
表
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
「
結
果
」
が
歪
曲

　
　
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
世
論
調
査
」
結
果
を
各
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

　
　
手

（有
権
者
）
に
及
ぼ
し
た
か
は
、
選
挙
時
に
投
票
行
動
の
世
論
調
査
を
も
と
に
し
た
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
研
究
」
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

　
　
調
査
者
の
思
惑
・
メ
デ
ィ
ア
の
歪
曲
（
作
為
の
有
無
は
問
わ
な
い
）
が
反
映
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
直
接
実
証
し
た
例
は
あ
ま
り
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の

　
　
意

向
が
介
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
聞
社
の
世
論
調
査
結
果
の
発
表
の
「
時
期
」
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
影
響
に
差
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
る
。

（
5
8
）
こ
こ
に
、
宗
教
の
社
会
学
的
分
析
を
援
用
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（5
9
）
出
胃
「
富
o
コ
（
一
㊤
゜
。
一
）
、
ζ
o
合
烏
ω
⇔
①
己
］
）
o
ω
o
已
゜
・
①
（
一
q
⊃
°
。
一
）
を
参
照
。
政
治
漫
画
そ
の
も
の
が
「
厚
い
記
述
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ

　
　
っ
て
、
文
字
と
し
て
「
厚
い
記
述
」
が
設
け
ら
れ
る
。

（6
0
）
＝
①
合
ロ
誘
け
四
コ
ユ
O
o
°
・
o
已
゜
。
①
（
お
゜
。
一
）
の
修
辞
技
法
の
中
の
、
「
文
化
的
ほ
の
め
か
し
」
（
o
巳
言
「
巴
①
＝
ロ
゜
・
｛
o
コ
）
が
こ
れ
に
近
い
内
容
を
持
つ
。

（
6
1
）
　
「
天
国
」
と
「
地
獄
」
は
象
徴
す
る
も
の
が
同
じ
種
類
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、
こ
の
差
異
が
生
じ
た
こ
と
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「

地
獄
」
は
「
こ
の
世
」
の
悲
惨
さ
を
象
徴
す
る
場
合
に
よ
く
シ
ン
ポ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
天
国
」
は
、
楽
天
地
の
象
徴
の
他
に
「
あ
の
世
」
の
望

　
　
む

べ
き
姿
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
は
た
し
て
異
文
化
受
容
の
際
に
生
じ
た
文
化
的
差
異
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
6
2
）
人
の
一
生
の
節
目
（
誕
生
、
結
婚
、
死
）
は
、
人
が
そ
こ
で
課
せ
ら
れ
た
新
し
い
役
割
を
得
る
機
会
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
節
目
に
儀
礼
を
行
な

　
　
う
。
こ
の
儀
礼
を
「
通
過
儀
礼
」
（
「
障
霧
o
〔
冨
゜
・
°
・
①
ひ
q
①
）
と
よ
ぶ
。
こ
の
「
通
過
儀
礼
」
の
概
念
は
拡
張
さ
れ
て
、
場
所
・
地
位
・
役
柄
な
ど
の
移
行
（
引

　
　
っ
越
し
・
転
勤
・
転
職
な
ど
）
に
際
し
て
行
な
わ
れ
る
儀
礼
も
「
通
過
儀
礼
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
6
3
）
こ
の
場
合
の
「
社
会
劇
」
（
°
－
o
o
｛
巴
α
「
①
日
①
）
は
、
観
客
か
ら
の
反
応
を
手
掛
か
り
に
集
団
内
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
演
ぜ
ら
れ
る
「
ソ
シ
オ
ド

　
　
ラ
マ
」
（
ω
0
0
一
〇
△
「
①
ゴ
P
①
）
ー
ア
メ
リ
カ
の
精
神
病
理
学
者
モ
レ
ノ
（
］
°
呂
o
「
o
昌
o
）
が
提
示
し
た
ー
の
概
念
に
近
い
。
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（
6
4
）
メ
デ
ィ
ア
と
文
化
と
の
関
わ
り
を
社
会
学
と
人
類
学
の
双
方
の
視
点
か
ら
読
み
説
い
た
の
が
吉
見
（
お
q
⊃
N
’
お
゜
。
《
）
の
研
究
で
あ
る
。

（
6
5
）
　
「
行
為
」
は
動
機
が
思
考
や
行
動
と
い
う
形
を
と
っ
て
表
れ
た
も
の
を
さ
し
、
「
場
面
」
は
、
行
為
の
背
景
、
行
為
生
成
の
状
況
を
表
わ
し
、
「
行
為
者
」

　
　
は
、
動
機
を
「
行
為
」
と
し
て
行
な
・
マ
王
体
で
あ
り
、
「
媒
体
」
は
、
行
為
の
際
の
動
機
の
発
現
の
た
め
の
道
具
、
方
法
を
、
「
意
図
」
は
、
行
為
の
原
因
．

　
　
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
五
つ
組
」
は
互
い
に
関
連
し
あ
っ
て
一
対
の
パ
タ
ー
ン
を
な
す
（
バ
ー
ク
　
一
㊤
゜
。
N
　
℃
N
㊤
込
O
）
。

（
6
6
）
「
命
名
」
（
o
①
日
日
o
q
）
の
も
つ
政
治
的
重
要
性
に
つ
い
て
も
バ
ー
ク
は
言
及
し
て
い
る
。
あ
る
言
葉
の
内
容
を
知
る
た
め
に
、
他
の
言
葉
に
置
き
換
え
る

　
　
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
の
概
念
の
規
定
の
さ
れ
方
－
何
が
含
ま
れ
、
何
が
排
除
さ
れ
る
か
の
力
学
ー
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
述
べ
る
（
ロ
烏
×
o

　
　
一
q
⊃
O
ふ
）
。
こ
こ
に
は
エ
ー
デ
ル
マ
ン
の
い
う
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
」
の
一
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
6
7
）
日
本
の
場
合
、
国
家
規
模
の
「
喜
劇
」
を
例
と
し
て
挙
げ
に
く
い
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
近
代
以
降
の
日
本
で
は
、
「
喜
劇
」
が
全
く
の
ガ
ス
抜
き
と

　
　
し
て
の
み
扱
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
ダ
ン
カ
ン
の
「
神
へ
の
罪
・
恐
怖
‖
悲
劇
」
、
「
人
間
へ
の
批
判
1
1
喜
劇
」
と
い
う
図

　
　
式
に

則
る
な
ら
ば
、
日
本
の
政
府
を
国
民
が
自
分
た
ち
人
間
の
作
っ
た
も
の
と
は
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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